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風水害に備える 

大雨・台風シーズンの到来により、自然災害が発生しやすい季節となりました。改め

て、日常の対策と発災時の避難行動手順を確認し、風水害に備えましょう。 

 

日常の対策 

① 家の周りの点検：飛散・倒壊の恐れがあるものを確認する。雨樋や側溝などを清掃

する。 

② 非常持出品・備蓄品の準備：停電や断水に備えて家族の７日分を準備する。 

③ 避難情報・気象情報の入手準備：防災ラジオ、刈谷市防災気象情報「あいかり」、

気象庁キキクル（危険度分布）、愛知県川の防災情報、KATCH災害情報 

 

風水害が発生する可能性がある場合の行動 

 急激な降雨のように、突発的な異常気象の場合には、市からの避難情報が間に合わない

ケースもあります。身の危険を感じたら、市からの避難情報を待つことなく、安全な場所

へ自主的に避難しましょう。 

 危険な状況の中での避難はできるだけ避け、安全の確保を第一に考えます。屋外に出て

指定された避難所などへ移動（水平避難）することが危険と感じる場合や、その余裕がな

い場合は、自宅や隣接建物の 2階以上へ避難（垂直避難）することが、安全な場合もあり

ます。                      「刈谷市防災ガイドブック」より 

 なお、レベル３の高齢者等避難、レベル４の避難指示が発令された場合は、避難行動要

支援者の方にお伝えしますが、ご家庭でも情報の収集に心がけて下さい。また、災害の発

生が予期される場合には、ご近所の共助（呼びかけ、支援）をお願いいたします。 

また、今のうちに、裏面の「避難行動判定フロー」を確認しましょう。 

避難とは“難”を“避”けることです。安全な場所で“命を守る”ことです。 



 


